
医薬品業界ではシリアルナンバー印字に 
関する規制の強化が進み、データ管理に 
かかる手間が増え、その重要性も 
高まっています。革新的な印字および 
マーキングソリューションを使用することに 
より、規制要件に準拠し、現在使用して 
いるさまざまな種類の包装に対応 
できます。ビデオジェットのサーマル 
インクジェットプリンタとレーザーマーカー 
は、この規制要件を考慮して設計されて 
います。医薬品の規制に準拠し、人間にも 
機械にも判読可能なシリアルマーキング 
を作成します。

医薬品業界で製品を製造するサプライヤーは、シリアルナンバー印字の義務化により製
品ラインを刷新する必要に迫られています。そのため、製品の安全性や規制遵守の要件を
しっかりと満たしながら、より複雑なデータ管理とさまざまな素材への印字が可能な機器
に対する需要が高まってきています。プリンタが薬剤製造などで果たす役割は大きくはあ
りませんが、業界の規制への準拠には欠かせない装置です。最適な印字ソリューションを
選ぶことは医薬品製造に対する包括的なアプローチの一部となります。最新の医薬品向
けプリンタには、優れたデータ管理機能とさまざまな用途に使用できる高い汎用性が備
わっています。

シリアルナンバーやバーコード印字における 
データ処理能力の向上
高度なデータ処理へのニーズが高まっていることが、最近の重要な傾向として挙げられま
す。具体的には次の例があります。

非同期通信: 
プリンタから製造ラインの制御システムに任意割り込み情報を送信できるこの機能
にはプリンタイベントのアクティブな通知とネットワークトラフィックの削減という2 
つのメリットがあり、結果的に通知の迅速化と処理能力の向上が見込めます

バッファ管理:  
プリンタメモリの要件は、シリアルナンバー印字のソリューションによって異なりま
す。プリンタは、バッファ無しの方式 (一度に １ つずつ異なる可変データを受け取っ
て 1 回ごとに印字する方式)、そしてバッファ有りの方式 (1 度に多くの可変データを
受け取りながら 1 回ずつ印字する方式) の両方で設定できなければなりません。バッ
ファ有りの方式では、突発的なライン停止が起こった時に印字予定のデータを管理
する高度なデータ処理システムがなければ、ライン停止時の未使用のナンバーなど
がわからなくなってしまいます。これは特に、メーカーがシリアルナンバーを購入しな
ければならない国で製造を行っている場合に重要です。未使用のナンバーを再利用
して金銭的な損失を防止できるためです。

Unicode:  
医薬品業界はグローバルな市場を対象にしているため、アラビア文字、キリル文字、
アジアの多様な地域で使われる文字など、膨大な数の文字をプリンタで印字するこ
とが求められます。 Unicode エンコード機能を使用することにより、プリンタは 100 
万文字以上をエンコードし、世界中のさまざまな言語を使用することができます。
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さまざまな用途に使用できるソリューション
世界の医薬品に関する規制の大部分は、販売単位の包装に情報を印字することを求
めています。多くの情報を印字が難しい材質に対しても高い解像度で印字することが
要求されます。具体的には下記のような材質や用途にも適した印字ソリューションの
技術が近年開発されてきています。

白色の高密度ポリエチレン (HDPE) 
白色のHDPEのボトルは、特に北米地域の医薬品によく使われています。最近まで
は、機械の読み取りに必要な高解像度、高コントラストの印字を作成するには難
しい素材でした。しかし、近年開発されたレーザー印字技術では UV 技術を利用
し、 HDPE にシリアルナンバーや 2 次元バーコードを始めとする鮮明で消えない
黒いマーキングを印字できます。

不浸透性素材と半浸透性素材 
サーマルインクジェット技術は高速の生産ラインで高解像度の印字が可能なた
め、医薬品業界で広く採用されている技術です。しかし今までは、フィルム、ホイ
ル、プラスチックやコーティングされた素材などの不浸透性および半浸透性素材
の多くにサーマルインクジェット技術は使えませんでした。そこでビデオジェット
は研究開発により、サーマルインクジェット技術の長所を損なわずに上記の素材
への印字のできるサーマルインクジェットプリンタを開発しました。

コールドチェーン 
医薬品市場ではコールドチェーンを利用する製品が急速に成長しつつあります。
しかしコールドチェーンのプロセスでは結露が発生することや偶発的に水分にさ
らされることがあるために、包装後や流通過程で印字品質が損なわれることがあ
ります。最近開発されたインクは、既存の染料系のインクよりも耐水性に優れ、サ
プライチェーン全体で印字の耐久性を上げる効果があります。

医薬品および医療機器の包装には最高品質の可変印字が求められ、そこで求められ
る水準は他の業界にくらべて極めて高いと言えます。近年の規制の強化はその水準は
さらに引き上げています。したがって、現在の課題を念頭に置いて製品を設計し、プロ
ジェクトの要件に合う専門知識とグローバルなサポートネットワークを持つ印字プロ
バイダーをパートナーとして選ぶことが重要です。

レーザーマーカー Videojet 7810 は、
紫外線波長を利用して HDPE 包装素
材に耐久性の高い高解像度のマー 
キングを印字します。

ビデオジェットのサーマルインクジェッ
トプリンタには、コントラスト、印字が
難しい素材に対する固着性、耐水性が
最適化されたインクを特長とする製品
もあります。
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